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８月行事予定表

１（土）
４（火）

５（水）

７（金）

14（金）

15（土）
16（日）

17（月）

18（火）

19（水）

25（火）
26（水）

27（木）

29（土）
31（月）

プレベビーマッサージ教室
１歳児・２歳児歯科健診
就学時健診
すこやか相談
心配ごと相談
人間ドック・総合健診
金山まつり宵まつり
金山町二十歳を祝う会
金山まつり本まつり
納涼花火大会
心の健康相談
心配ごと相談
乳児健診
人間ドック・総合健診
すこやか相談
心配ごと相談
読み聞かせ・おはなし会
５歳児健診
ベビーマッサージ・ママケア教室
農業委員会総会
マタニティ教室
婦人科健診
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７/21－８/20　明るいやまがた夏の安全県民運動
８/30－９/５　防災週間
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　気象庁の予報によると、今年の夏も厳しい暑さになりそうで
す。人間も作物も万全の暑さ対策が欠かせません。そんな中、
私は今年、高齢の母から家庭菜園の管理を引き継ぎました。こ
れまでは収穫を喜ぶだけでしたが、いざ自分で始めてみると、
土づくりや苗選び、水や追肥のタイミングなど、さっぱり分か
りません。見かねた農家の皆さんや近所の先輩方が親切に手を
差し伸べてくださり、日々格闘しながらも、新鮮な発見を楽し
んでいます。初めてイチゴを収穫した際、上からは実が見えま
せんでした。屈んで覗き込むと、葉の陰に隠れるように実がな
っています。「もっと見えやすい場所に実をつければいいのに」
と一瞬思いましたが、ふと、これは鳥などの天敵から自分を守
るための知恵なのだと気付きました。自然の営みの奥深さに触
れ、何歳になっても新しい発見はわくわくするものだと心が躍
りました。子どもたちにも、日々の暮らしの中でこうした「わ
くわくする発見」をたくさん経験してほしいと願うばかりです。
　また、野菜には一本一本に個性があり、どう伸びたいのかを
見極めることが不可欠だと知りました。まさしく「適時適育」
です。個性を正確に見取る目と、それに適切に対処するスキル
があってこそ、命は元気に育ちます。この営みは、教育の本質
と深く重なります。指導者が子どもたちの個性を見極め、それ
ぞれの成長のタイミングに合わせて多様なアプローチで導くこ
とで、子どもたちは秘められた可能性を大きく開花させます。
大人自身が日々の発見にわくわくしながら、子どもたちの個性
に寄り添う「適時適育」の教育を、これからも地域と共に目指
してまいりたいと思います。

教育長室から

教育長　鈴木　英樹
すずき ひでき

M I S S I O N
美杉ちゃんをさがせ
今回の難易度は★★★★☆

▼町公式
　インスタグラムは
　こちら

この広報のどこかに「美杉ちゃん」が
隠れているよ！正解は８月12日以降
に町公式インスタグラムのストーリー
で発表♪
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　小説を書く手がかりを掴めずにい
た24歳の主人公は、息の詰まるほど
多くの情報が溢れる都会から距離を
置くため、東北の静かな山あいの町、
「金山町」を訪れる。そこで雄大な
自然、長く守られてきた美しい景観
と文化、健やかに生きる人々の姿や
言葉の重みに触れ、自分が本当に書
きたかった大切な生き方の意味を少
しずつ見出していく。

映像ストーリー
Synopsis

【名　前】　青木 崇史さん　

【出　身】　山形県大石田町

【趣　味】　サウナめぐり

【職　業】　俳優・モデル

あおき たかし

K-hour  tourism
―  新しい金山に出会う旅  ―

ケーアワー ツーリズム

K-hour tourismK-hour
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ら
な
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た
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好
き
が
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っ
と

金
山
を
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き
に
な
る

あ
る
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、
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う
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に
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っ
た

― 主　演　紹　介
Starring
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月19日、金山町役場で株式会社エコリス（宮城県仙台市）か
ら町への多大なる寄付に対する感謝状贈呈式が開催され、佐

藤英司町長から藤岡健司代表取締役社長へ感謝状が贈られました。藤
岡社長は「町内でのクマタカの生態調査を機に、豊かな自然や農林業
の発展を次世代へつなぎたいと強く感じた。今後も環境課題の解決に
向けて協力していきたい」と語りました。ご寄付は「森林経営管理・
林業振興推進事業」に活用し、自然環境の保全と産業振興を推進しま
す。温かいご支援をいただき誠にありがとうございました。

６ さ

とう えいじ ふじおか けんじ

株式会社エコリスが町へ
企業版ふるさと納税

月21、22日、栃木県防災館（宇都宮市）で、地域
の防災力向上を目的とした区長研修が実施されま

した。研修には区長14名が参加し、過去の巨大地震を再
現した激しい揺れや、大型台風に匹敵する風速30メート
ルの暴風等を模擬体験。最新の防災知識を学ぶとともに、
災害発生時の迅速な避難誘導や、日頃の備えの重要性を再
認識する貴重な機会となりました。

６

区長研修を開催
安全・安心な地域づくりを目指す

月24日、多年にわたり赤十字の活動を支え、貢
献してこられた矢口勝さん（宮）に、日本赤十字

社から「銀色有功章」が贈られました。矢口勝さんはこれ
まで協賛委員として平成23年から15年間にわたり、災害
救護をはじめとする赤十字事業を支えてくださいました。
贈呈式ではこれまでの温かい奉仕活動への感謝と敬意が表
されました。矢口さんの長年の功績を称え、今後のご健勝
とご活躍をお祈りいたします。

６ やぐち まさる

日本赤十字社より
矢口勝さんへ銀色有功章

月14日、町中央公民館で、町青少年健全育成町
民大会が開催され、「SNS時代の青少年をどう守

るか」をテーマに山形大学加納寛子准教授による講演が行
われました。闇バイトや詐欺に巻き込まれないためのポイ
ントとして「一般的に使用されていない専用アプリの使用
に警戒すること」「仲間単位で巻き込まれ抜けられなくな
り、攻撃性や残虐さが加速すること」等貴重なお話をいた
だきました。

７

青少年健全育成町民大会を開催
町民70名が参加

月24日、中高生ボランティアサークル「SUGI☆
スターズ」が、ボランティアサークル「はちまき

くらぶ」と連携した活動をスタートしました。この取り組
みは、はちまきくらぶが高齢者の方へ提供する配食サービ
スのお弁当へ、SUGI☆スターズのメンバーが手書きのメ
ッセージカードを添え、お弁当と共に真心と笑顔を届ける
活動です。ぜひご注目ください。

６
かのう ひろこ

SUGI ★スターズ始動
はちまきくらぶと共同活動

身近なわだい、お寄せください。　
まちづくり課 商工観光係　☎29－5640

月25日、マルコの蔵で「夏空2026」が開催され、町
内外から約60名が来場しました。ヴァイオリニストの

竜馬さん、ピアニストの田口奈々子さんが出演し、約12曲が
披露されると会場は美しい音色に包まれました。４月からマルコ
の蔵の指定管理者を務める株式会社金山の未来の澤野美香代表
取締役は「多くの方にご来場いただき、とても嬉しく思います。
今後もマルコの蔵が町内外の方々の交流の場となるよう、さま
ざまな取り組みを行っていきたいです」と想いを語りました。

６

マルコの蔵に名曲が響く
音楽イベント「夏空2026」

りょうま たぐち な　な　こ

さわの み　か

※
昨
年
度
制
作
し
た

　
ト
ー
ト
バ
ッ
ク

今年度もガチャガチャグッズ制作を計画中
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月５日、神室山で登山道整備と避難小屋の管理作
業が実施されました。この活動には、神室山の会

メンバー３名のほか、金山中学校スキー部の生徒４名が参
加し、トレーニングを兼ねた山頂への荷上げや避難小屋周
辺の清掃作業などが行われました。町のシンボルである神
室山を守るため、献身的にボランティア活動を行ってくだ
さった皆さんに心より感謝いたします。

７

神室山の会と中学生が
神室山避難小屋と登山道を整備

月17日、小学校の体育館で「かねやまアフター
スクール」が開催され、61名の児童が参加しまし

た。運動遊びで思いきり汗を流し、風船灯篭づくりにも挑
戦。真剣な表情で工作に取り組み、世界に一つだけの個性
豊かな作品がずらりと完成しました。この風船灯篭は、金
山まつり期間中に役場第２庁舎（旧荘内銀行）で展示される
予定です。放課後の楽しい過ごし方を提案するアフタース
クールは、今後も定期的に開催します。次回もお楽しみに。

６

小学生が風船灯篭作りに挑戦
第１回かねやまアフタースクール

月３日、白山神社周辺の公園地（羽場）で白
岩土木建築株式会社による草刈りボランティ

ア活動が開催され、約30名が参加しました。この活
動は、町の景観を守る目的で数十年前から継続されて
おり、同社の秋保竜平さん（新庄市）は「当社は金山町
を中心に仕事をさせていただいている。草刈り活動を
羽場地区や地域への恩返しに、今後も続けていきたい」
と想いを語りました。白岩土木建築株式会社の皆さん
誠にありがとうございます。

７
あきほりゅうへい

月21日、十日町通りでクラシックカーラリー
「FAN+TOM RALLY2026 EpisodeⅡ」が開催さ

れました。ラリーではロールス・ロイス・シルバークラウ
ドⅢやベントレー 4.5Lブロワーなど、約50台の名車が山
形市を出発し、天童市のゴールを目指しました。当日はカ
ネカ前で中学生以下の子どもたちへミニカーのプレゼント
が行われた他、展示は多くの人で賑わい、歴史的な街並み
と名車が調和する貴重な会となりました。

６

歴史を刻んだ名車が集結
FAN+TOM RALLY2026

月30日から31日に岩手県営武道館で第14回東北
少年少女空手道選手権大会が開催され、山形県代

表の金山小学校４年伊藤煌珂さん（凝山）が見事第３位の
好成績を収めました。今大会の結果を受け、伊藤さんは東
北地区ジュニア強化選手に認定されています。伊藤さんは
「次回こそは東北3位の壁を破れるように頑張りたい」と
力強い決意の言葉を語りました。今後のさらなる飛躍を期
待しています。

５
いとう こうが

東北大会で第３位
伊藤煌珂さんが強化選手に認定

月29日、役場副町長室に、金山町産さくらんぼ
の生産者である阿部豊春さん（荒屋）が来庁され、

今年度のさくらんぼの生育状況について報告がありまし
た。阿部さんからは、気象条件に恵まれたことに加え、水
はけの良い環境で丹念に栽培できたことが功を奏し、例年
以上に色づきや果実のハリが良く、非常に上質な出来栄え
であるとの報告を受けました。今回の報告は、町産さくら
んぼの品質の高さを再確認する貴重な機会となりました。

６ あ　べ とよはる

阿部豊春さんが生育状況報告　
美味しく実った金山町産さくらんぼ

月18日から25日まで、金山町野球連盟（丹正之
会長）主催の第123回金山町社会人野球大会（職

場・クラブチームの部）が開催され、金山町役場が優勝し
ました。優勝した役場から最優秀選手賞に須賀来さん（山
崎）、打撃賞に土屋悠真さん（羽場）、敢闘賞には準優勝し
た金多樓ゴールデンイーグルスから髙橋侑真さん（飛森）
が選出されました。おめでとうございます。なお、９月に
第124回大会（地区の部）を開催予定です。

７
す　が らい

たん まさゆき

つちや ゆうま

たかはし ゆうま

金山町役場チームが優勝
第123回金山町社会人野球大会

白岩土木建築株式会社
地域への恩返しとして草刈りボランティア

▲雨の中、白山神社周辺の草刈りを行う皆さん

▲献身的な作業により、神室山の保全が図られた

▲街中にずらりと並ぶクラシックカー ▲見事３位の好成績を収めた伊藤煌珂さん

▲体育館で風船灯篭作りに挑戦する児童▲小関啓幹副町長（左）、阿部豊春さん（右） ▲優勝した金山町役場チーム
こせき ひろよし
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月５日、三枝地区公民館で、山形県が行う「地域・
企業共創による関係人口拡大モデル事業」に伴う

三枝地区ワークショップが開催されました。会には地区住
民約50名が参加し、「将来の三枝が元気になる取組・自分
たちが楽しくなる取組を考える」をテーマに活発な意見交
換が行われました。今回、出されたアイディアをもとに都
市部企業とのマッチングを進め、本年の秋以降に地区と企
業の交流事業を予定しています。

７
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地域×企業の未来を描く
三枝地区ワークショップ

月13日、東京交通会館（東京都）でやまがた移住
交流フェアが開催され、町まちづくり課職員２名

と地域おこし協力隊１名が参加しました。イベントには首
都圏から多くの方が来場し、県内各地のブースで交流を楽
しみました。金山ブースでは金山町の美しい風景や特産品
を収めた写真を展示したほか、パンフレットの紹介などが
実施され、約20名が来場しました。多くの参加者に直接魅
力を伝え、移住への関心を深める有意義な会となりました。

６

首都圏で金山町の魅力を発信
やまがた移住交流フェア

月６日、安沢地区において、一般財団法人自治総
合センターの「令和８年度コミュニティ助成事業」

を活用した備品整備が完了しました。本事業は、宝くじの
受託事業収入を財源として実施している社会貢献事業で、
この度の助成金により安沢囃子若連が使用する和太鼓の修
繕や、座椅子等の整備が行われました。新しい備品が揃い、
安沢地区の地域活動や地域コミュニティが今後ますます充
実していくことを期待しています。

７

宝くじの助成金を活用
安沢地区の備品を整備

▲班に分かれ意見を出し合う地区住民

▲山形県から移住交流フェアに集まった担当職員

月24日と25日、金山町役場で町シティプロモー
ションの推進に向けた「広報戦略策定ワークショ

ップ」が開催されました。ワークショップには課長職を含
む町職員約60名が参加し、金山町が「選ばれる町」にな
るための魅力や課題について洗い出しを行い、活発な議論
が交わされました。今後、町民を対象としたワークショッ
プも予定されており、皆さんの貴重な意見を反映させなが
ら、町独自の広報戦略の策定に取り組んでいきます。

６

「選ばれる町」を目指して
広報戦略策定ワークショップ

月18日、交流サロンポストで「もったいない文
庫×まちライブラリー MOYA」のコラボイベン

トが開催されました。「昔のメモ帳を作ろう」をテーマに
手作りのメモ帳づくり体験が行われ、児童約20名が参加
しました。児童らは裏紙に針で毛糸を通す作業に集中し、
楽しみながら古紙の活用を学びました。イベントを企画し
たMOYAの石井美加さんは「子どもたちが自由な発想で
体験を楽しんでくれて嬉しい」と、想いを語りました。

６

いしい み　か

手作りメモ帳を作ろう
子どもたちがエコな工作に挑戦

▲班ごとに発表を行う職員

▲石井さんと一緒にメモ帳を作成する小学生 ▲助成金を活用して整備した和太鼓、笛、鐘、椅子

月１日から７月31日にかけて全国で「第76回社
会を明るくする運動」が実施されました。犯罪や

非行のない安全で安心な地域社会を築き、地域全体で立ち
直りを支える気運を高めるため、７月１日には金山保護司
会の柴田久子さん（七日町）、藤山一栄さん（羽場）、丹喜
久雄さん（荒屋）が来庁し、佐藤英司町長に運動への協力
依頼と内閣総理大臣からのメッセージを伝達しました。

７
しばた ひさこ ふじやまいちえい

さとう えいじ

たん き

く　お

第76回社会を明るくする運動
保護司が町長へメッセージを伝達

▲左から柴田さん、佐藤町長、丹さん、藤山さん

月10日、新庄駅から東京駅の区間で、山形新幹
線を活用した荷物輸送サービス「はこビュン」が実

施されました。はこビュンは、新幹線の空きスペースを活用
して新鮮な地域産品を短時間で都市部へ届ける取り組みで、
この日は金山町産のにら「達者de菜」やさくらんぼ、玉こ
んにゃくが輸送されました。東京駅で産品を受け取った協
力隊の川村佳恵隊員は、「採れたての特産品を多くの皆さ
んに届けることができ、嬉しいです」と笑顔で語りました。

６

新幹線で新鮮な美味しさを直送
「はこビュン」で金山の特産品をPR

▲左からJR職員、川村隊員、ニラ農家丹裕之さん、美杉ちゃん

月14日、中央公民館に日本講談協会の神田紅さ
んをはじめ３名の講談師の方々をお招きし、「講

談教室」が開催されました。会には小学校５・６年生や、中
学生をはじめ町民約200名が参加し、講談を聞いた小中学
生は、独特のリズムと迫力ある口調や釈台を叩く「張扇」
のパパンという音が響くたび、物語の世界に引き込まれて
いました。講談体験では、小中学生が講談師になりきって
話をするなど、伝統芸能を身近に感じることができました。

７ かんだくれない

はりおうぎ

講談教室で伝統芸能を体験
町民約200名が参加

▲左から神田紅佳さん、佐藤徠夢さん、佐藤蓮玖さん、神田紅さん
かんだ べにか さとう らいむ さとう はすく かんだくれない

かわむら よしえ

たんひろゆき
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RUN伴山形県2026plus金山 ＆ かねやまステップジャンボ開催

　心と体の健康づくりと地域交流を目的に、「RUN伴（ランとも）」と「かねやまステップジャンボ」合同のウォ
ーキングイベントを開催します。当日は健康ウォーキングのほか、ゴール後には「ステップジャンボ賞」が当た
るお楽しみ抽選会も予定しています。たくさんのご参加をお待ちしています。

【日にち】　９月12日（土）
【時　間】　７時45分・・・受付開始　　８時15分・・・開会行事
　　　　　８時30分・・・スタート　　10時・・・ステップジャンボ抽選会
　　　　　10時30分・・・終了予定
【場　所】　金山町中央公民館（農村環境改善センター）
【コース】　６㎞周回コース
　　　　　（改善センター → みすぎ荘 → やくし苑 → 大堰公園 → 改善センター）
【参加費】　500円（当日会場にて集金）
【申　込】　９月７日（月）まで
　　　　　※QRコード（Googleフォーム）よりお申込みください。
　　　　　※個人用と団体用と分かれています。お間違えの無いよう
　　　　　　お願いします。
　　　　　※窓口での受付は行っておりません。予めご了承ください。
【問合せ】　教学課　社会教育係　☎52－2902

９月１日から自動車の法定速度が引き下げられます

　９月１日から、生活道路※における自動車の法定速度が60キロメートル毎時から30キロメートル毎時に引き
下げられます。 ※「生活道路」とは、主に地域住民の日常生活に利用されるような道路のことをいいます。

▼道路標識又は道路標示による中央線又は車両通行帯が設けられている一般道路
▼道路の構造上又は柵その他の工作物により自動車の通行が往復の方向別に分離されている一般道路
▼高速自動車国道の本線車線並びにこれに接する加速車線及び減速車線を除いたもの
▼自動車専用道路

　道路標識又は道路標示により最高速度が指定されている道路では、
法定速度ではなく、指定されている速度が自動車の最高速度となります。

【問合せ】　新庄警察署交通課　☎２２－０１１０

個人申込▼ 団体申込▼

詳しくはこちら▶

道路標識等により最高速度が指定されている道路

法定速度が60キロメートル毎時のままの道路

先着
150名

　町議会６月定例会において、全員賛成で同意された10人
の農業委員へ７月20日に町長から辞令が交付されました。
金山町農業委員会は、これまで農業委員８人、農地利用最適
化推進委員４人の計12人体制でしたが、今期から定数を見
直し「農業委員10人体制」へと新たに移行しました。新体
制のもと、委員が一丸となって金山町の農業振興と農地利用
の最適化に誠心誠意取り組んでまいります。

新 農業委員を
紹介します

農業委員 ※カッコ内は議席番号（敬称略）

会長

（10）青柳　栄一（再）
（楢台）

あおやぎ えいいち

会長職務代理者

（１）遠藤　紀章（新）
（田茂沢）

えんどう のりあき

（３）丹　　裕之（新）
（十日町）

たん ひろゆき

（６）細谷　俊一（再）
（稲沢）

ほそや しゅんいち

（９）片桐　久志（新）
（杉沢）

かたぎり ひさし

（７）大山　順子（新）
（下向）

おおやま じゅんこ

（８）松澤　　勇（新）
（三枝）

まつざわ いさむ

（２）松田　尚貴（新）
（朴山）

まつだ なおき

（４）正野　　広（再）
（下野明）

まさの ひろし

（５）須賀　幸一（新）
（山崎）

す　が こういち

【問合せ】金山町農業委員会事務局　☎29－5647

ともラン プラス

農業委員の主な役割
▼農地の権利移動や転用審査
▼農地の適正な維持管理
▼担い手への農地集約化
▼新規就農者の確保支援
▼農家からの相談対応等

農業委員の任期
令和８年７月20日～令和11年７月19日



畜
産
研
究
所「
参
観
デ
ー
」の

開
催
に
つ
い
て

　
今
年
の「
畜
産
研
究
所
・
参
観
デ
ー
」は
、「
見

て
、
知
っ
て
、
食
べ
て
」
を
テ
ー
マ
に
、
最
新

の
研
究
成
果
の
紹
介
や
、
動
物
た
ち
と
の
ふ
れ

あ
い
、
農
場
な
ら
で
は
の
体
験
な
ど
、
楽
し
い

イ
ベ
ン
ト
を
沢
山
企
画
し
て
い
ま
す
。※
試
食

コ
ー
ナ
ー
は
数
に
限
り
が
ご
ざ
い
ま
す
の
で
、

お
早
め
に
お
越
し
く
だ
さ
い
。

▼
日
に
ち　
９
月
５
日（
土
）

▼
時
　
間　
１０
時
〜
１５
時

▼
場
　
所　
県
畜
産
研
究
所
（
新
庄
市
）

▼
内
　
容

　
・
最
新
の
研
究
成
果
の
紹
介
・
展
示

　
・
ホ
ル
ス
タ
イ
ン
種
子
牛
の
展
示
と
子
牛
ス
ケ
ッ
チ

　
・
や
ま
が
た
地
鶏
の
試
食

　
・
鶏
卵
・
牧
草
ロ
ー
ル
お
絵
描
き
コ
ー
ナ
ー

　
・
大
型
ト
ラ
ク
タ
ー
展
示
コ
ー
ナ
ー

問　
県
畜
産
研
究
所
（
新
庄
市
）

　
　
☎
２３

－

８
８
１
１

生
活
な
ん
で
も
相
談
ダ
イ
ヤ
ル

　
借
金
、
法
律
ト
ラ
ブ
ル
、
家
庭
の
悩
み
、
仕

事
の
こ
と
な
ど
、
日
常
生
活
の
中
で
直
面
す
る

困
り
ご
と
に
つ
い
て
、
専
門
の
相
談
員
が
丁
寧

に
お
話
を
伺
い
ま
す
。
事
前
予
約
は
不
要
で
す

の
で
、
ど
う
ぞ
お
気
軽
に
お
電
話
く
だ
さ
い
。

▼
日
に
ち　
８
月
２７
日（
木
）〜
２８
日（
金
）

▼
時
　
間　
１０
時
〜
17
時（
２
日
間
共
通
）

▼
料
　
金　
無
料

問　
生
活
あ
ん
し
ん
ネ
ッ
ト
や
ま
が
た

　
　
☎
０
１
２
０

－

３
９

－

６
０
２
９

令
和
８
年
度・金
山
町「
福
寿
会
」の

開
催
に
つ
い
て

　
今
年
度
の
福
寿
会（
敬
老
行
事
）は
、
米
寿

（
88
歳
）、
喜
寿（
77
歳
）を
迎
え
た
方
へ
の
「
賀

詞
等
贈
呈
式
」
や
、
金
婚
を
迎
え
た
ご
夫
婦
へ

の
「
記
念
品
の
贈
呈
」
を
予
定
し
て
い
ま
す
。

対
象
者
の
方
々
へ
は
、
直
接
ご
案
内
の
通
知
を

発
送
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。
金
婚
に
つ
い
て

は
ご
連
絡
い
た
だ
い
た
方
の
み
対
象
と
な
り
ま

す
。

▼
日
に
ち　
９
月
１３
日（
日
）　

▼
時
　
間　
１０
時
〜

▼
場
　
所　
町
地
域
福
祉
セ
ン
タ
ー
や
く
し
苑

　
　
　
　
　
（
予
定
）

▼
対
　
象

　
米
寿
…
昭
和
14
年
４
月
２
日
〜

　
　
　
　
昭
和
15
年
４
月
１
日
生
ま
れ

　
喜
寿
…
昭
和
２５
年
４
月
２
日
〜

　
　
　
　
昭
和
２６
年
４
月
１
日
生
ま
れ

　
金
婚
…
昭
和
51
年
に
婚
姻
届
を
出
し
た
夫
婦

ま
た
は
、
今
年
で
結
婚
50
年
を
経
過

し
た
夫
婦

問　
役
場
健
康
福
祉
課  

福
祉
係　

　
　
☎
２９

－

５
６
１
３

　
　
社
会
福
祉
協
議
会
事
務
局

　
　
☎
５２

－

２
０
９
９

マ
ル
コ
の
蔵
の

電
話
番
号
が
変
わ
り
ま
し
た

　
６
月
30
日
か
ら
街
角
交
流
広
場
マ
ル
コ
の
蔵

の
電
話
番
号
が
変
わ
り
ま
し
た
。
お
間
違
い
の

な
い
よ
う
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

▼
新
し
い
番
号　
☎
29

－

5
0
9
9

創
業
塾
2
0
2
6 

受
講
者
募
集

　
オ
ン
ラ
イ
ン
形
式
で
「
創
業
」
を
学
ぶ
5
日

間
の
短
期
集
中
セ
ミ
ナ
ー
で
す
。 

※
9
月
5

日
・
6
日
は
会
場
で
も
受
講
可
能

▼
日
に
ち　
8
月
23
日（
日
）・
8
月
29
日（
土
）

　
　
　
　
　
8
月
30
日（
日
）・
9
月
5
日（
土
）

　
　
　
　
　
9
月
6
日（
日
）

▼
時
　
間　
10
時
〜
15
時（
内
休
憩
1
時
間
）

▼
対
　
象　
創
業
を
予
定
し
て
い
る
方

　
　
　
　
　
創
業
し
て
間
も
な
い
方

▼
料
　
金　
無
料

問　
山
形
県
商
工
会
連
合
会

　
　
☎
0
2
3

－

6
4
6

－

7
2
1
1

　
　
詳
し
く
は
こ
ち
ら
▼

神
室
音
楽
祭 

チ
ケ
ッ
ト
発
売
の
お
知
ら
せ

　
グ
リ
ー
ン
バ
レ
ー
神
室
で
第
2
回
目
の
開
催

と
な
る
「
神
室
音
楽
祭
２
０
２
６
」
が
開
催
さ

れ
ま
す
。
ラ
イ
ブ
チ
ケ
ッ
ト
は
「
フ
ァ
ミ
リ
ー

マ
ー
ト
」「
神
室
キ
ャ
ン
プ
サ
イ
ト
窓
口
」「
イ
ー

プ
ラ
ス
」で
販
売
中
。ぜ
ひ
ご
来
場
く
だ
さ
い
。

▼
日
に
ち　
9
月
12
日（
土
）

▼
料
　
金　
場
内
駐
車
場
付
…
８
，０
０
０
円

　
　
　
　
　
入
場
券
…
７
，０
０
０
円

▼
会
　
場　
グ
リ
ー
ン
バ
レ
ー
神
室
特
設
会
場

▼
出
　
演
　TO

TALFAT

・THE BO
HEM

IANS
・TENDO

UJI

・O
KAM

O
TO
'S

・

GO
ING UNDER GRO

UND

・
寺

中
友
将（KEYTALK

）

 

、T.O
.C.A

他

問　
神
室
キ
ャ
ン
プ
サ
イ
ト　
☎
52

－

2
2
4
0

屋
外
広
告
物
の
適
正
な
管
理
と

点
検
義
務
に
つ
い
て

　
毎
年
9
月
1
日
か
ら
10
日
ま
で
の
期
間
を

「
屋
外
広
告
物
適
正
化
旬
間
」
と
し
て
、
屋
外

広
告
物
適
正
化
、
安
全
管
理
の
強
化
等
に
全
国

一
斉
に
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。

　
普
段
、
私
た
ち
が
街
な
か
で
見
か
け
る
お
店

の
看
板
や
案
内
板
な
ど
の
「
屋
外
広
告
物
」。

こ
れ
ら
は
街
を
活
気
づ
け
、
道
案
内
を
し
て
く

れ
る
便
利
な
も
の
で
す
が
、
設
置
の
ル
ー
ル
が

守
ら
れ
て
い
な
か
っ
た
り
、
管
理
が
お
ろ
そ
か

に
な
っ
た
り
す
る
と
、
街
の
美
観
を
損
ね
る
だ

け
で
な
く
、
台
風
や
地
震
の
際
に
落
下
、
倒
壊

し
て
思
わ
ぬ
事
故
に
つ
な
が
る
危
険
が
あ
り
ま

す
。

　
サ
ビ
や
緩
み
が
な
い
か
定
期
的
な
「
安
全
点

検
」を
行
い
、屋
外
広
告
物
の
設
置
・
変
更
は
、

山
形
県
の
条
例
に
基
づ
く
「
事
前
確
認
」
と
適

切
な
手
続
き
を
お
願
い
し
ま
す
。

問　
山
形
県
最
上
総
合
支
庁
建
設
部

　
　
建
設
総
務
課
行
政
係

　
　
☎
29

－

1
3
7
6

藤
間
流 

藤
乃
会　
第
7
回 

舞
踊
公
演

▼
日
に
ち　
11
月
21
日（
土
）

▼
場
　
所　
真
室
川
町
中
央
公
民
館
大
ホ
ー
ル

▼
時
　
間　
開
場
…
10
時
30
分

　
　
　
　
　
開
演
…
11
時

▼
料
　
金　
無
料

問　
藤
の
会

　
　
☎
0
8
0

－

1
8
4
2

－

4
8
8
4
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遊
学
の
森「
グ
ッ
ド・ウ
ッ
ド・

フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
」出
店
者
募
集

　
今
年
の
グ
ッ
ド
・
ウ
ッ
ド
・
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ

ル
は
、「
地
域
を
盛
り
上
げ
よ
う
」「
親
子
で
楽

し
い
」
を
テ
ー
マ
に
開
催
し
ま
す
。
ス
テ
ー
ジ

ゲ
ス
ト
に
庄
司
紗
千
さ
ん
を
迎
え
、
楽
し
い
ア

ク
テ
ィ
ビ
テ
ィ
も
盛
り
だ
く
さ
ん
で
す
。
ぜ
ひ

お
越
し
く
だ
さ
い
。

▼
日
に
ち　
１０
月
４
日（
日
）

▼
時
　
間　
１０
時
〜
１５
時

▼
イ
ベ
ン
ト
内
容

　
・
庄
司
紗
千
ミ
ニ
ラ
イ
ブ

　
・
オ
カ
リ
〜
ナ
か
づ
き
ミ
ニ
ラ
イ
ブ

　
・
山
大
花
笠
サ
ー
ク
ル
四
面
楚
歌

　
・
チ
ェ
ン
ソ
ー
ア
ー
ト

　
・
ツ
リ
ー
ク
ラ
イ
ミ
ン
グ

　
・
乗
馬
体
験　
　
…
他

問　
遊
学
の
森
木
も
れ
び
館（
月
曜
定
休
）

　
　
☎
６４

－

３
３
０
５

　
　
詳
し
く
は
こ
ち
ら
▼

借
金
返
済
に
関
す
る

相
談
窓
口
の
ご
案
内

　
返
し
き
れ
な
い
借
金
で
お
困
り
の
方
は
お
電

話
く
だ
さ
い
。※
相
談
無
料
・
秘
密
厳
守

▼
相
談
電
話

　
　
☎
０
２
３

－

６
４
１

－

５
２
０
１

問　
山
形
財
務
事
務
所
理
財
課

　
　
☎
0
2
3

－

6
4
1

－

5
2
0
1

町
空
き
家・空
き
地
バ
ン
ク
制
度
の

ご
案
内

　
町
内
に
あ
る
空
き
家
や
空
き
地
を
有
効
活
用

し
、定
住
な
ど
を
促
進
す
る
た
め
の
制
度
で
す
。

「
家
や
土
地
が
余
っ
て
い
て
処
分
に
困
っ
て
い

る
」と
い
う
所
有
者
の
方
と
、「
金
山
町
に
移
住・

定
住
し
た
い
」
と
い
う
利
用
希
望
者
の
方
の
架

け
橋
と
な
り
ま
す
。
ぜ
ひ
ご
活
用
く
だ
さ
い
。

▼
空
き
家
・
空
き
地
バ
ン
ク
の
仕
組
み

　
空
き
家
等
の
賃
貸
や
売
買
を
希
望
す
る
所

有
者
か
ら
申
し
込
み
を
受
け
、
そ
の
物
件
情

報
を
バ
ン
ク
へ
「
登
録
」
し
ま
す
。
こ
の
登

録
情
報
を
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
等
で
公
開
し
、
利

用
希
望
者
へ
情
報
を
提
供
し
ま
す
。

▼
仲
介
・
契
約
に
つ
い
て
の
ご
注
意

　
売
買
や
賃
貸
の
交
渉
・
契
約
に
関
し
て
、

町
は
直
接
関
与
い
た
し
ま
せ
ん
。
ト
ラ
ブ
ル

防
止
の
た
め
、
山
形
県
宅
地
建
物
取
引
業
協

会
な
ど
専
門
の
業
者
へ
仲
介
を
依
頼
す
る
こ

と
を
お
す
す
め
し
ま
す
。

▼
対
象
物
件 

※
個
人
所
有

　
空
き
家

　
　
（
空
き
家
に
な
る
予
定
の
も
の
を
含
む
） 

　
空
き
地

　
　
（
地
目
が
「
宅
地
」
で
あ
る
も
の
に
限
る
） 

問　
役
場
ま
ち
づ
く
り
課  

景
観
定
住
係

　
　
☎
29

－

5
6
2
7

　
　
詳
し
く
は
こ
ち
ら
▼

　
皆
さ
ん
、
こ
ん
に
ち
は
。
月
一
回
、
第
四

月
曜
日
の
午
後
か
ら
精
神
科
の
外
来
診
療
を

行
っ
て
い
る
手
塚
で
す
。
今
回
は
「
眠
り
と

運
動
」
の
関
係
に
つ
い
て
お
話
し
し
ま
す
。

　
「
疲
れ
て
い
る
の
に
眠
れ
な
い
」「
寝
て
も

途
中
で
目
が
覚
め
る
」。
こ
う
し
た
不
眠
が

続
く
と
、
日
中
の
集
中
力
が
落
ち
る
だ
け
で

な
く
、
不
安
や
気
分
の
落
ち
込
み
に
も
つ
な

が
り
や
す
く
な
り
ま
す
。
反
対
に
、
不
安
や

落
ち
込
み
が
強
い
と
、
さ
ら
に
眠
れ
な
く
な

る
こ
と
も
あ
り
ま
す
。ま
さ
に
悪
循
環
で
す
。

　
そ
こ
で
注
目
さ
れ
て
い
る
の
が
、
薬
だ
け

に
頼
ら
な
い
方
法
と
し
て
の「
運
動
」で
す
。

令
和
８
年
に
発
表
さ
れ
た
研
究
で
は
、
不
眠

の
あ
る
方
を
対
象
に
、
ウ
ォ
ー
キ
ン
グ
、
筋

力
ト
レ
ー
ニ
ン
グ
、
ヨ
ガ
、
太
極
拳
な
ど
の

運
動
の
効
果
が
調
べ
ら
れ
ま
し
た
。
そ
の
結

果
、
運
動
を
取
り
入
れ
た
人
で
は
、
不
眠
の

程
度
や
睡
眠
の
質
だ
け
で
な
く
、
不
安
や
抑

う
つ
気
分
も
改
善
す
る
傾
向
が
み
ら
れ
ま
し

た
。

　
も
ち
ろ
ん
、「
毎
日
ジ
ム
で
追
い
込
ま
な

け
れ
ば
い
け
な
い
」
と
い
う
話
で
は
あ
り
ま

せ
ん
。
研
究
で
多
か
っ
た
の
は
、
週
二
か
ら

三
回
、
軽
め
か
ら
中
等
度
の
運
動
を
数
か
月

続
け
る
と
い
う
現
実
的
な
内
容
で
し
た
。
ま

ず
は
近
所
を
十
分
歩
く
、
エ
レ
ベ
ー
タ
ー
を

階
段
に
変
え
る
、
テ
レ
ビ
を
見
な
が
ら
軽
く

足
踏
み
を
す
る
、
寝
る
前
で
は
な
く
朝
か
ら

夕
方
に
軽
く
体
を
動
か
す
。
そ
の
く
ら
い
か

ら
で
十
分
で
す
。
特
に
高
齢
の
方
や
持
病
の

あ
る
方
は
、
無
理
を
せ
ず
、
主
治
医
と
相
談

し
な
が
ら
始
め
る
と
安
心
で
す
。
こ
こ
で
大

切
な
の
は
、「
運
動
し
な
き
ゃ
」
と
プ
レ
ッ

シ
ャ
ー
に
感
じ
な
い
こ
と
で
す
。
完
璧
を
目

指
さ
ず
、「
少
し
気
分
転
換
に
な
れ
ば
い
い

な
」
く
ら
い
の
気
楽
な
心
構
え
で
続
け
る
こ

と
が
、
一
番
長
続
き
す
る
秘
訣
で
す
。

　
運
動
で
一
度
体
温
が
上
が
る
と
、
そ
の
後

の
体
温
低
下
に
よ
っ
て
眠
り
に
入
り
や
す
く

な
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
。
ま
た
、
体
を
動
か

す
こ
と
で
自
律
神
経
の
バ
ラ
ン
ス
が
整
い
、

不
安
が
少
し
や
わ
ら
ぐ
こ
と
も
期
待
で
き
ま

す
。
眠
れ
な
い
夜
に
、
布
団
の
中
で
「
早
く

寝
な
き
ゃ
」
と
焦
る
ほ
ど
、
眠
り
は
遠
ざ
か

り
ま
す
。そ
ん
な
と
き
こ
そ
、翌
日
か
ら「
よ

く
眠
る
た
め
に
少
し
動
く
」
を
意
識
し
て
み

て
く
だ
さ
い
。
睡
眠
は
、
夜
だ
け
で
作
る
も

の
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。昼
間
の
過
ご
し
方
が
、

今
夜
の
眠
り
を
支
え
て
く
れ
る
の
で
す
。

町立金山診療所だより　vol.206

っとクリニックほ

眠りと運動

町立金山診療所 精神科　手塚　裕之  先生
てづか ひろゆき
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　暑さによる睡眠不足や冷房との温度差で、
８月は疲れが出やすい時期です。 対策のコツ
は食事と入浴。豚肉や夏野菜などビタミン豊
富な食材を食べて元気を補給。冷えやだるさ
を感じたらぬるめのお湯にゆっくり浸かって
体を温めてみましょう。

【問合せ】　役場健康福祉課  健康係（保健師）　☎29－5624

広報かねやま　2026.8 ⑯広報かねやま　2026.8⑰

　高齢期における健康を維持し、食べる楽しみをいつ
までも得られるよう、歯を失う大きな原因となる歯周
疾患を予防しましょう。対象者の方には７月２１日付
けで受診券や検診票などを送付しています。

【問合せ】　山形県後期高齢者医療広域連合  事業課
　　　　　☎０２３７－８４－７１００

後期高齢者医療の歯周疾患検診のお知らせ

対象者
昭和２５年４月１日～昭和２６年３月３１日に生ま
れた方で山形県後期高齢者医療被保険者の方

場　所

申込方法
受診予約時、歯科医院に「山形県後期高齢
者医療広域連合の歯周疾患検診」であるこ
とを伝えてください。

持ち物
受診券・検診票・山形県後期高齢者医療の資格を
確認できるもの（マイナ保険証、資格確認書など）

その他
体調が優れない場合は受診を見合わせて、
体調が落ち着いたら受診をしてください。

山形県歯科医師会に所属している歯科医院

期　間 令和８年８月１日から令和８年１２月３１日まで

料　金 無　料

高校１年生の皆さんと保護者の方へ

　健診結果は「結果説明会」の会場で直接お渡しし
ます。保健師や栄養士と結果を確認し、体調管理の
相談ができます。
▼結果は受診から約１ヶ月後に役場へ届くため、事
前のお渡しはできません。
▼人数により受付時間が変更になる場合は、個別に
ご案内します。

【問合せ】　役場健康福祉課  健康係　☎29－5624

75歳未満対象健診結果説明会のご案内

８月・９月の事業一覧

事業名

８月19日（水）
９月２日（水）
９月１６日（水）

日にち

９時～11時

時　間

【内　容】　母子健康手帳交付、子育て相談（電話相談可）
【その他】　９月２日は助産師による相談。
　　　　　９月２日以外をご希望の場合はご連絡ください

内容・対象・会場・その他

事業名

人間ドック
特定健診
がん検診

日にち・会場

８月７日（金）
８月19日（水）
最上検診センター

【人間ドック／総合健診／総合健診と婦人科検診両方の方】
※詳細は広報先月号または令和８年度金山町保健事業健診日程をご覧ください

８月31日（月）
最上検診センター

　　　　婦人科検診

【乳がんのみ】　10時15分～10時30分／ 10時30分～11時
【子宮頸がん検診・乳がん検診】　
　12時30分～13時（十日町１・十日町２・内町・稲沢・宮・柳原・下向・入有屋）
　※午前の検診には送迎バスは出ません。

９月３日（木）
最上検診センター

【人間ドック】　７時～７時20分（荒屋地区）
　　　　　　　７時30分～７時50分（板橋地区の女性・荒屋地区）
【総合健診】　　９時～９時20分（凝山・大又・持越地区）
　　　　　　　９時30分～９時50分（朴山地区）
【総合健診と婦人科検診両方の方】
　７時30分～７時50分（内町・荒屋・板橋地区）

９月４日（金）
最上検診センター

　　　　婦人科検診

【乳がんのみ】　10時15分～10時30分
　　　　　　　10時30分～11時
【子宮頸がん検診・乳がん検診】
　12時30分～13時
　（下野明・中下・楢台・松ノ木・片貝・安沢・久保・田茂沢・蒲沢・魚清水）
　※午前の検診には送迎バスは出ません。

９月14日（月）
最上検診センター

【人間ドック】　７時～７時20分（十日町１地区の男性・上台地区の女性）
　　　　　　　７時30分～７時50分（七日町１地区の男性）
【総合健診】　　９時～９時20分（山崎地区）
　　　　　　　９時30分～９時50分（山崎地区）
【総合健診と婦人科検診両方の方】
　７時30分～７時50分（十日町１・七日町１・稲沢地区）

▼健診の約１か月前に個別の問診票等が郵送されます。
▼新規申込み・健診日変更・バス利用等は、最上検診センター（☎23－3411）にご連絡ください。
▼子育て中の方は一時預かりが利用できますので、希望する場合は役場保健師までお問合せください。
▼75歳未満の方は、健診結果説明会で結果をお返しします。個別に案内が届きますので、ご参加ください。
▼診療所ドックは、個別に健診日の案内が届きますので、そちらをご確認ください。

内容・対象・受付時間・その他

すこやか相談

８月１８日（火） 個別案内
【対　象】　令和７年９月～１０月生
　　　　　令和８年３月～４月生

乳児健診

９月４日（金） 個別案内 【対　象】　令和６年１１月～令和７年２月生１歳６か月児健診

８月２７日（木）
９月３日（木）

個別案内

13時30分～１６時

【対　象】　令和３年度生まれ（５歳児（年中児）クラス）５歳児健診

８月17日（月）
９月１４日（月）

心の健康相談

７５歳未満対象健診結果説明会　【会場】地域福祉センターやくし苑

７月15日に人間ドック・
総合健診を受けられた方

【日にち】８月２１日（金）
【時　間】９時３０分～１１時３０分

７月28日に人間ドック・
総合健診を受けられた方

【日にち】８月２８日（金）
【時　間】９時３０分～１１時３０分

８月７日に人間ドック・
総合健診を受けられた方

【日にち】９月11日（金）
【時　間】９時３０分～１１時３０分

【内　容】　心が落ち込む等の悩みを保健師へご相談ください
　　　　　※９月１４日は公認心理師による相談

　子宮頸がんの原因となるウイルス感染を防ぐ
「HPVワクチン」が無料で接種出来るのは、高校１年生
の３月31日までです。計３回の接種を完了するには
通常６ヶ月（最短で４ヶ月）かかるため、期限に間に
合わない場合、自己負担（約10万円）がかかる可能性
があります。まだ接種を始めていない方は、早めの接
種をご検討ください。

【問合せ】　役場健康福祉課  健康係　☎29－5624

ワクチン ９価／シルガード

標準的な
接種間隔

初回接種から２か月後に２回目、
初回接種後６か月後に３回目

自己負担額 無　料

対象者
平成22年４月２日～

平成23年４月１日生まれの女子

期　限 令和９年３月31日まで

案内など
定期接種対象の方へ、案内と予診票を送
付しています。医療機関にご予約の上、
予診票を持参し、接種してください。

要 予 約

要 予 約
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東京金山会通信

　
毎
月
第
4
土
曜
日
に
開
催
し
て
い
る

「
か
ね
や
ま
市
」
は
、
町
関
係
者
の
皆

さ
ま
の
温
か
い
ご
支
援
、
ご
協
力
の
も

と
、
継
続
し
て
開
催
し
て
い
ま
す
。

　
回
を
重
ね
る
ご
と
に
、
近
隣
に
お
住

ま
い
の
方
は
も
ち
ろ
ん
、
金
山
町
や
最

上
地
域
に
ゆ
か
り
の
あ
る
方
々
に
も
足

を
運
ん
で
い
た
だ
け
る
よ
う
に
な
り
、

「
毎
月
楽
し
み
に
し
て
い
ま
す
」
と
温

か
い
お
声
を
掛
け
て
い
た
だ
く
機
会
も

増
え
ま
し
た
。

　
販
売
も
好
調
で
、
開
場
か
ら
間
も
な

く
売
り
切
れ
て
し
ま
う
商
品
も
少
な
く

あ
り
ま
せ
ん
。
先
日
の
開
催
で
は
地
酒

が
人
気
を
集
め
て
完
売
し
た
ほ
か
、
定

番
商
品
に
加
え
、
旬
の
山
菜
な
ど
金
山

な
ら
で
は
の
季
節
の
商
品
も
早
い
時
間

に
売
り
切
れ
る
な
ど
、
多
く
の
皆
さ
ま

に
関
心
を
寄
せ
て
い
た
だ
い
て
い
ま
す
。

　
か
ね
や
ま
市
は
、
特
産
品
を
販
売
す

る
だ
け
で
な
く
、
金
山
町
の
魅
力
や
四

季
の
恵
み
を
東
京
で
感
じ
て
い
た
だ
き
、

人
と
人
と
の
つ
な
が
り
を
育
む
交
流
の

場
で
も
あ
り
ま
す
。
商
品
を
き
っ
か
け

に
金
山
町
の
話
題
で
会
話
が
弾
み
、「
今

度
帰
省
し
た
ら
立
ち
寄
っ
て
み
た
い
」

「
家
族
に
も
紹
介
し
た
い
」
と
い
っ
た

声
を
い
た
だ
く
こ
と
も
あ
り
、
私
た
ち

に
と
っ
て
大
き
な
励
み
と
な
っ
て
い
ま

す
。

　
毎
月
楽
し
み
に
足
を
運
ん
で
く
だ
さ

る
方
が
少
し
ず
つ
増
え
、
そ
の
輪
が
広

が
っ
て
い
く
こ
と
は
、
東
京
か
ら
金
山

町
を
応
援
す
る
活
動
と
し
て
何
よ
り
の

喜
び
で
す
。
こ
れ
か
ら
も
季
節
な
ら
で

は
の
商
品
や
新
た
な
魅
力
を
お
届
け
し

な
が
ら
、
ふ
る
さ
と
金
山
を
よ
り
身
近

に
感
じ
て
い
た
だ
け
る
場
づ
く
り
を
続

け
て
ま
い
り
ま
す
。

　
つ
い
て
は
、
今
後
と
も
町
関
係
者
の

皆
さ
ま
を
は
じ
め
、
多
く
の
皆
さ
ま
の

ご
支
援
、
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

№88
かねやま市近況報告
東京と金山を結ぶ、ふるさとの交流市場

朴
の
葉
を
大
き
く
揺
ら
し
風
通
る

蒲
公
英
の
綿
毛
飛
ゆ
く
屋
根
を
越
え

阿
部
　
一
代（
十
日
町
）

緑
陰
の
中
に
朱
の
橋
　
川

父
の
日
に
煙
管
た
ば
こ
の
考
の
こ
と

星
川
　
キ
エ
子（
山
崎
）

手
を
腰
に
眺
む
る
先
は
青
田
か
な

夏
物
に
替
え
て
客
待
つ
座
敷
か
な

岸
　
　
昭
子（
山
崎
）

軒
か
す
め
ス
ー
と
飛
び
交
う
つ
ば
め
之
羽

夫
と
娘
と
歴
史
の
会
津
夏
の
旅

高
橋
　
洋
子（
中
田
）

藤
房
の
揺
れ
て
瞼
の
重
く
な
り

紫
の
水
玉
零
す
花
菖
蒲

鵜
沼
　
よ
し
子（
十
日
町
）

山
墓
に
ち
ち
は
は
在
す
立
葵

竹
林
と
池
が
冷
房
生
家
な
り

栗
田
　
弥
超（
石
巻
市
）

子
守
歌
蛍
飛
か
ふ
川
の
土
手

小
畑
の
夏
草
取
や
小
半
時

咲
ほ
こ
る
人
生
色
々
紅
の
花

阿
部
　
勝
子（
荒
屋
）

友
と
逢
ふ
嬉
し
辱
か
し
八
十
の
恋

二
年
目
の
競
ひ
て
咲
き
し
花
あ
や
め

桑
の
実
を
食
べ
た
思
い
で
お
歯
ぐ
ろ
に

関
　
喜
美
子（
荒
屋
）

送
ら
れ
し
紅
の
宝
石
サ
ク
ラ
ン
ボ

社
静
か
ひ
ぐ
ら
し
鳴
く
や
夏
の
午
後

梅
雨
深
く
雨
に
色
増
す
あ
や
め
花

庄
司
　
け
み
子（
菅
越
）

あ
け
す
け
に
物
言
ふ
婆
々
や
梅
雨
に
入
る

風
薫
る
お
目
の
涼
し
き
観
世
音

沙
羅
の
花
一
日
退
り
の
別
れ
か
な

青
柳
　
キ
エ
子（
七
日
町
）

古
毎
屋
夏
風
入
れ
て
三
天
寝

山
の
宿
青
菜
滴
る
路
天
風
呂

又
一
人
同
期
の
消
ゆ
く
梅
雨
の
空

阿
部
　
一
歩（
上
台
）

た
ん
ぽ
ぽ

き
せ
る

ち
ち（
亡
父
）

は
ら
い
が
わ

こ

つ
ま

か

こ
ぼ

は
な
し
ょ
う
ぶ

ふ
じ
ふ
さ

ま
ぶ
た

バ
　
バ

金
山
杉
俳
句
会
　
第
五
一
三
回

金
山
杉
俳
句
会
　
第
五
一
三
回

か
ね
や
ま
紅
風
会

か
ね
や
ま
紅
風
会

ぶ
ん
げ
い

【問合せ】　東京金山会 広報担当  藤山　☎080－5525－0435

ん
を
新
鮮
な
状
態
で
届
け
る
こ
と
が
で
き

ま
し
た
。
当
日
は
J
R
東
日
本
や
最
上
総

合
支
庁
の
皆
さ
ま
に
も
イ
ベ
ン
ト
運
営
を

お
手
伝
い
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　
さ
つ
ま
町
を
き
っ
か
け
に
来
て
く
だ
さ

っ
た
方
々
に
も
、
金
山
の
文
化
や
景
観
を

ア
ピ
ー
ル
す
る
こ
と
が
で
き
、
２
地
域
コ

ラ
ボ
な
ら
で
は
の
良
さ
を
実
感
す
る
会
と

な
り
ま
し
た
。
当
日
の
様
子
は
、
金
山
町

観
光
協
会
の
イ
ン
ス
タ
グ
ラ
ム
に
掲
載
さ

れ
て
い
ま
す
の
で
、
ぜ
ひ
そ
ち
ら
も
ご
覧

く
だ
さ
い
。

　
皆
さ
ん
、
こ
ん
に
ち
は
。
地
域
お
こ
し

協
力
隊
の
川
村
佳
恵
で
す
。
今
年
度
も
東

京
・
世
田
谷
区
に
あ
る
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ス

ペ
ー
ス
「
タ
タ
タ
ハ
ウ
ス
」
で
の
金
山
イ

ベ
ン
ト
の
開
催
に
力
を
入
れ
て
い
ま
す
。

６
月
１０
日
、
タ
タ
タ
ハ
ウ
ス
で
鹿
児
島
県

さ
つ
ま
町
と
の
コ
ラ
ボ
イ
ベ
ン
ト

「
B
A
R
よ
か
晩
」
を
開
催
し
ま
し
た
。

「
B
A
R
よ
か
晩
」
と
は
、
関
係
人
口
創

出
や
自
治
体
の
フ
ァ
ン
づ
く
り
に
積
極
的

に
取
り
組
む
全
国
の
自
治
体
が
コ
ラ
ボ
し

て
イ
ベ
ン
ト
を
し
、
地
域
の
垣
根
を
越
え

て
新
し
い
フ
ァ
ン（
関
係
人
口
）の
輪
を

広
げ
て
い
く
取
り
組
み
で
す
。

　
今
回
は
６
月
と
い
う
こ
と
で
、
金
山
か

ら
は
「
さ
く
ら
ん
ぼ
」
や
「
に
ら
」
と
い

っ
た
旬
の
食
材
を
は
じ
め
、
な
ら
だ
い
の

ト
ー
フ
や
さ
ん
の
「
で
か
た
ま
こ
ん
」
を

持
参
。
さ
つ
ま
町
の
食
材
と
合
わ
せ
て
調

理
・
提
供
し
、
満
員
御
礼
と
な
っ
た
２０
名

の
参
加
者
の
皆
さ
ん
か
ら
好
評
を
い
た
だ

き
ま
し
た
。
い
つ
も
町
内
で
活
動
し
て
く

れ
る
東
京
都
市
大
学
の
メ
ン
バ
ー
に
も
特

製
ビ
ー
ナ
ッ
ツ
プ
リ
ン
を
作
っ
て
振
る
舞

っ
て
も
ら
い
、
卒
業
生
も
駆
け
つ
け
て
く

れ
る
な
ど
、
和
や
か
な
交
流
の
時
間
と
な

り
ま
し
た
。

　
ま
た
、
今
回
の
食
材
運
搬
に
は
、
J
R

東
日
本
様
と
山
形
県
最
上
総
合
支
庁
様
に

ご
協
力
い
た
だ
き
、
新
幹
線
で
の
物
流
サ

ー
ビ
ス
「
は
こ
ビ
ュ
ン
」
を
利
用
し
ま
し

た
。
朝
採
れ
食
材
を
新
幹
線
に
乗
せ
て
そ

の
日
の
う
ち
に
都
内
へ
輸
送
で
き
る
サ
ー

ビ
ス
で
、
今
回
は
ニ
ラ
や
さ
く
ら
ん
ぼ
、

な
ら
だ
い
の
ト
ー
フ
や
さ
ん
の
デ
カ
玉
こ

▲川村隊員が金山町を紹介 ▲イベント参加者との集合写真

BARよか晩～さつまとかねやま～を開催

※（　　）内作者名

今月のおすすめの２冊はこちら

◀新刊本情報はこちら

あなたが正しくいられたとき（芦沢央）／クマが棲む街で（秋田魁新報「クマ問題」取材班）
タイム・アフター・タイム（吉田修一）／ぼくたちは、あらそうために生きるのか？（山極寿一、あべ弘士）
熱中症の怖さと予防対策改訂２版（労働新聞社）／雨が降ったら（寺地はるな）／多類婚姻譚（凪良ゆう）
あわてるな！みずはこわいぞあぶないぞ！子どもの身をまもるための本（清永奈穂、石塚ワカメ）

　表題作の「あなたが正しくい
られたとき」。同窓会で再開し
た元カノの娘が川に落ち、窪田
はとっさに川に飛び込み、少女
を救出。自らの行動を「正しい」
と信じて疑わない窪田だが、の
ちに意外な真相が明らかにな
る。「正しい人」って？

８
月

新
刊
本

＼今月は８冊／

あなたが正しくいられたとき
芦沢央/文藝春秋

　年々激しくなる自然災害。
この絵本は、水難と水害から
自分の身を守る方法を子ども
にも分かりやすく教えてくれ
ます。プールや川でおぼれそ
うになった時の対処法、家に
水が押し寄せる恐怖をシミュ
レートして、回避するための
方法のガイドなど掲載。

あわてるな！みずはこわいぞ あぶないぞ！ 
清永奈穂/岩崎書店

▲かねやま市では玉こんにゃくやごぼうたたき、金山町産の旬の野菜などが販売されました

◀インスタグラム
　はこちら

地域おこし協力隊　川村　佳恵
かわむら よしえ



金山町の人口は、 4,469人 （６月末現在）
男　性　2,229 人（　０）
女　性　2,240 人（－10）
世帯数　1,659 世帯

▼６月の異動
　出生 0　人
　死亡 5　人
　転入 6　人
　転出 11　人
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町
な
か
を
歩

い
て
い
る
と
、

「
今
月
の
表
紙

良
か
っ
た
ね
」「
あ
の
記
事
読
ん

だ
よ
」
と
声
を
か
け
て
い
た
だ

く
こ
と
が
増
え
ま
し
た
。「
い

い
記
事
だ
ね
」
と
言
わ
れ
る
た

び
に
嬉
し
く
て
小
躍
り
し
そ
う

に
な
る
の
で
す
が
、
そ
の
数
秒

後
に
は
「
来
月
は
ど
う
や
っ
て

驚
か
そ
う
」
と
頭
は
フ
ル
回
転

…
。
広
報
担
当
に
な
っ
て
４
年

目
の
私
は
、
今
月
号
で
つ
い
に

40
冊
目
を
発
行
し
ま
し
た
。
毎

月
、「
今
回
は
こ
の
手
で
い
こ

う
」「
い
や
、も
っ
と
攻
め
よ
う
」

と
悩
み
な
が
ら
、
キ
ラ
リ
と
光

る
金
山
探
し
を
楽
し
ん
で
い
ま

す
。
こ
れ
か
ら
も
皆
さ
ん
の
日

常
に
「
お
っ
！
」
と
い
う
驚
き

と
笑
顔
を
お
届
け
で
き
る
よ

う
、
カ
メ
ラ
と
手
帳
を
片
手
に

町
中
を
駆
け
回
り
た
い
と
思
い

ま
す
。

編
集

 

後
記

金山町町制施行101周年記念企画金山町町制施行101周年記念企画

かねやま未来図かねやま未来図

祝祭日には　　　　　　 を掲げよう

　町制施行100周年を迎え新たな一歩を踏み出した金山町。「金山の未来」をテーマに各地区からご寄稿いただき
ました。この節目の年に金山町の未来の姿を想像し、共に希望に満ちた地域社会を築いていきませんか？

上中田地区　区長　大場　好則さん
おおば よしのり

下中田地区　区長　栗田　静夫さん
くりた しずお

　中田地区の八幡神社祭典では、かつて俵神輿や神楽が奉納されていましたが、
大火により消失してしまいました。その後、手作りのミニ山車と録音音源で巡
回を再開しましたが、「自分たちで演奏したい」という思いが募り、安沢若連
の指導のもと猛練習を重ねました。そして地域の皆様や内町若連のご支援を受
け、平成７年より念願の「金山まつり」への参加を果たし現在に至ります。結
成当初は35名以上いた若連も少子高齢化で激減し、現在は他地区の方々の参
加も得て練習に励んでいます。お盆には帰省した若者たちも囃子の音に誘われ
集まります。段ボールを叩いて太鼓の練習をした日々や、諦めずに懸命に笛の
音を出した喜びを中田の子供たちは知っています。この大切な伝統の灯を絶や
さぬよう、皆様のご協力のもと、中田囃子若連の存続と金山まつりへの参加を
続けていきたいと心より願っています。

【地区】　26世帯/60名　　※令和８年６月末時点

　我が地区、上中田は県道町道を有せず、国道13号線のみが通る地区です。

以前は27戸あった戸数も、現在は14戸に減り、若い人が極端に少なくなり、

早朝作業など、地域の活動に支障をきたしている状況です。活動内容について

は略すべき所は略し、なんとか行っている所です。でも「下を向いてはいけな

い」と考えております。上中田地区では春のさなぶりなど様々なレクリエーシ

ョンを行い、本来の意味とは違いますが、山の神のものを借りて、地区住民同

士で親睦を図ったりしております。人口減少と高齢化は避けられない課題です

が、地区住民一同、先を見据えて前に向かって行こうと思っております。

【地区】　14世帯/38名　　※令和８年６月末時点

▲下中田地区八幡神社

▲上中田地区公民館

中田囃子若連存続の願い

未来へ残せる集落へ
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